四天王寺史・叡福寺史の展開と聖徳太子信仰 [全文の要約] by 山口 哲史 & Yamaguchi Akifumi
四天王寺史・叡福寺史の展開と聖徳太子信仰 [全文
の要約]
著者 山口 哲史
発行年 2014-03-31
学位授与機関 関西大学
学位授与番号 34416甲第506号
URL http://doi.org/10.32286/00000320
- 1 - 
 
博 士 論 文 要 旨 
 
関西大学大学院 文学研究科 総合人文学専攻 
山口 哲史 
 
論文名： 
四天王寺史・叡福寺史の展開と聖徳太子信仰 
 
要旨： 
本論文は、奈良時代後期から平安時代中期の四天王寺、平安時代後期の聖徳太子墓の墓
前寺（現在の叡福寺）の歴史的展開を聖徳太子信仰の動向に留意しながら検討しようとす
るものである。本論文の目的は次の 2つである。第一に、従来の聖徳太子関連寺院史研究
において法隆寺史研究が主流の位置を占めていたのに対して、四天王寺史・叡福寺史とい
う新たな研究の流れを創り出すことである。第二に、史料的制約などの要因から、これま
で未解明の部分が多く残されてきた奈良時代後期から平安時代中期の四天王寺史の再構築
を図ることである。そこで、本論文では、以下の 3編 7章において議論を深めていく。 
 第一編「四天王寺における聖徳太子信仰の展開」では、聖徳太子の「遺言」として作成
された「四節文」、聖霊御髪・太子髻中明珠と呼ばれる聖徳太子の「遺髪」を手掛かりとし
て、奈良時代後期・平安時代初期の四天王寺において展開した聖徳太子信仰の実態の解明
を試みている。 
第一編第一章では、『聖徳太子伝暦』所引「四節文」の成立過程について論じている。榊
原史子氏が主張した 11世紀成立説に対して、宝亀 2年（771）、四天王寺三綱衆僧敬明（教
明）によって『七代記』所載の形で原形願文が作成され、10世紀に『聖徳太子伝暦』に現
行の形で引用されたという二段階成立説を提示する。特に、宝亀 2年に「四節文」原形願
文が作成されていたことを重視し、『聖徳太子伝暦』所引「四節文」の内容分析を踏まえて、
奈良時代後期、聖武天皇の王権と結びつき、国家的に重要な位置を占めていた四天王寺が、
御霊として仏罰的な遺言を語る聖徳太子のイメージを創出したことを明らかにした。 
第一編第二章は、前章で示した『聖徳太子伝暦』所引「四節文」の成立過程に関する私
見が、榊原氏によって反論されたことを受けて執筆した再論である。『七代記』段階で「四
節文」原形願文が成立していたことは、以後の章における論証に重要な役割を担っている
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ことから、榊原氏の反論に応え、同氏との「四節文」論争における議論の変遷をたどりな
がら、改めて筆者の立場を明らかにしている。さらに、『七代記』の成立過程から私見を補
強するとともに、『聖武天皇勅書銅板』・『四天王寺御手印縁起』と記載内容を比較検討する
ことによって、「四節文」研究の新たな展開について模索している。 
第一編第三章では、四天王寺五重塔に納められた聖徳太子の「遺髪」に関わる聖遺物（聖
霊御髪・太子髻中明珠）の宗教的意義とその歴史的背景を考察している。これによって、
平安時代初期、天台宗の影響下に入った四天王寺が、『法華経』の教説に基づいて聖霊御髪・
太子髻中明珠を創出し、奈良時代後期に創出した「遺言」を実践する御霊、当時、頻発し
ていた天変地異・飢饉・疫病に対する救済者という 2つの相反する聖徳太子のイメージを
主張したことを論じた。 
奈良時代後期から平安時代初期の四天王寺における聖徳太子信仰は、奈良時代後期に『七
代記』所載「四節文」原形願文によって提示した、御霊としての聖徳太子イメージの継受
と発展の過程で理解できる。四天王寺が自らの寺の発願者である聖徳太子を御霊として聖
徳太子信仰を唱導したことは、従来の研究では指摘されておらず、古代四天王寺における
聖徳太子信仰の新たな側面を照射することができた。 
『七代記』所載「四節文」原形願文が語る仏罰的思想や平安時代初期に創出された聖徳
太子の「遺髪」は、寛弘 4年（1007）に四天王寺で発見される『四天王寺御手印縁起』の
起源としても重要である。第一編の考察を踏まえ、第二編「『四天王寺御手印縁起』発見の
歴史的前提」では、古代四天王寺史と中世四天王寺史の間の「断絶」を解消し、一定の連
続性を確認するために、『延喜式』にみえる四天王寺関連規定に注目して論究している。 
第二編第一章では、『延喜式』四天王寺関連規定の基礎的な史料分析を行い、『延喜式』
において四天王寺が桓武天皇の発願寺院である梵釈寺・常住寺・東寺・西寺と同格視され、
これら 4か寺とともに国家護持の役割を担う寺院と認識されていたことを明らかにした。 
第二編第二章では、前章で指摘したことを踏まえ、①『延喜式』における四天王寺認識
が形成される背景の解明、②『延喜式』四天王寺関連規定が 10 世紀段階で有していた法
的な実効性の検証を目的とした。①に関しては、播磨国における四天王寺墾田の所有問題、
長岡京遷都の予兆と四天王寺玉造創建・荒陵移転説との関係、桓武天皇の寺院政策など光
仁・桓武朝の四天王寺をめぐる動向を検討した。その結果、『七代記』所載「四節文」原形
願文の作成や長岡京遷都の予兆の演出にみられる四天王寺の王権への積極的な接近策と、
新王朝を樹立して天智系皇統の正統性を主張したい桓武天皇の思惑が重なり合って、上述
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した四天王寺認識が形成されたということがわかった。一方、②については、『四天王寺御
手印縁起』の発見に至る平安時代前期・中期の四天王寺の動向を追跡し、当時、四天王寺
が『延喜式』で求められていた国家護持の役割を実際に果たしていたことを確認した。 
従来、平安時代前期・中期の四天王寺史に関しては、史料的制約などの理由から空白期・
停滞期として理解されてきたが、『延喜式』四天王寺関連規定を手掛かりに検討することで、
平安時代前期・中期が、平安時代後期の四天王寺の発展の前提となる重要な時期であるこ
とを示すことができた。 
第三編「叡福寺の成立と「太子御記文」」では、現在の叡福寺に繋がる聖徳太子墓の墓前
寺成立期の動向に関する歴史学的な研究と、それに深く関わる碑文「太子御記文」に対す
る資料学的な研究を行っている。 
第三編第一章では、四天王寺別当桓舜を含むその作成に関わった人物の人間関係、出現
の舞台となった河内国の地域的特性などの背景を踏まえ、天喜 2年（1054）の聖徳太子墓
における「太子御記文」の出現は、聖徳太子墓が主体的に演出した出来事であることを論
じている。さらに、国王大臣に寺院建立を促す文言が「太子御記文」にみえることを手掛
かりに、文献史学の立場から聖徳太子墓における墓前寺の成立時期を平安時代後期の 11
世紀中頃～12世紀中頃と推定した。四天王寺との関係にも注意しながら検討を進めること
で、平安時代後期の四天王寺の位置づけを叡福寺史という視点から相対的に捉え直すこと
が可能になるだろう。 
第三編第二章では、「太子御記文」に対する考証が江戸時代中後期以来、現存する上石文
（蓋）の断片のみに留まっていたことを踏まえ、叡福寺における資料調査の結果と文献史
料の記載を参考にしながらその原形復元を試みている。 
以上 3編 7章における考察を通じて、本論文では、四節文体制から延喜式体制へ、延喜
式体制から御手印縁起体制へと至る古代・中世初期の四天王寺の歴史的過程を跡づける。
それによって、古代四天王寺史と中世四天王寺史を一連のものとして考察するための見通
しを得ることとしたい。 
